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上ノ原の紅葉 

 

【９月後半】 

●３０日、１０月１日 日光茅ボッチの会とのコラ

ボで 「土呂部草原で茅ボッチづくり」（会員限

定）１２名参加、茅ボッチの会５名とともに、ボ

ッチづくりほか。 

 

【１０月】 

● ３日 みなかみ町エコパーク認定証授与式・基

調講演、地域活動発表会に招聘され参加。（昆虫

保護条例に指定されている５団体のひとつとし

て） 

発表会では草野塾長、北山塾頭がプレゼンテーシ

ョン、交流会には清水顧問が出席。 

●１５日、みなかみ町長選挙が行われ、前田善成氏

が新町長に。 

●２１，２２日 一般参加歓迎プログラム「茅刈」

実施。２７名（含む日帰り１）参加、町から高田

課長、小林ＧＬが参加し、テントなどを準備して

くださる。雨の中合計６９ボッチが出来上がる。

初のこころみとして茅刈数に応じて地域通貨「ボ

ッチ券」配布したところ、直売所は大いに賑わう。 

車座講座は群馬県自然環境調査会の夏目道生氏に

よる「小動物について」。蝙蝠の標本、スライド、

生きているもの！を見ながら解説。近所の子供も

来て興味深々。 

 

 

 

●尾島会員、藤岡会友が定例活動の茅刈終了後、古

民家に泊まり込みで茅刈を実施。生憎の天候で沢

山は刈れなかったが、地元の茅刈り衆が高齢化な

どで少なくなる中、刈茅の不足対策として初の試

み。今後地元若手などにも働きかけていく予定。 

●麗澤中学校「奥利根フィールドワーク」実施。５

クラス１４８人。「草原であそぼう」と題しての、

茅とばし、葉っぱなどでのハガキづくり、目隠し

トレイルなど新しい取り組みも好評。 

 

【１１月】 

●１８、１９日 一般参加歓迎プログラム「茅出し、

山之口しまい」実施。会員１３名、会友５名が参

加。全部で２３０５束（うちボランティア分４７

５）を山からおろすとともに、トラックへの積み

込みを手伝う。 

車座講座は地元酒店の中村智子さんが、地元で撮

影した野鳥および一部動物の写真を解説し、好評。 

 

【特記事項】 

●地域通貨ボッチ券が１０月の茅刈で５１枚、１１

月の茅出しで３７枚（各２００円相当）が配られ、

受け皿になった直売所ではついで買いの現金売

上もあり、総額３万円以上の地元物産を購入。 

 

（以上） 
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今年 6回目の定例活動「日光土呂部草原での茅ボッ

チづくり」を 9月30日、10月 1日の一泊二日で実施し、

12 名が参加。東武日光駅に集合の後、レンタカーと自

家用車で土呂部へ・・・。 

季節は異なるが今回で 3 回目の土呂部での活動であ

る。宿舎の水芭蕉苑の

前では飯村代表をはじ

め日光茅ボッチの会の

メンバー4 人と秋の草花

を盆花風に飾った目玉

ボッチの出迎えを受ける。

この花の中に大好きな

花の一つであるリンドウ

を見つけた。飯村さんに

よるとカッパ（草地）にも

咲いているとのこと、最

後に野生のリンドウを見

たのは 10 年以上も前、

この花は青春の思い出の花でもある。 

この日は気温が低く土呂部は初霜だったとのこと。こ

れから木々の彩が鮮やかになっていく前触れだ。 

昼食後、飯村さんに植物などの解説を受けながらカ

ッパに向かう。この日の作業はボッチづくり、ボッチの用

途は上ノ原が主に茅屋根資材であるのと違い牛の冬場

の餌（刈干：カッポシ）であるから、ボッチの材料はススキ

だけでなくあらゆる草が混ざってもかまわないし、草丈も

短いので比較的楽である。ただ、硬いシラカバ、ハギ、

ヤマナラシなどの木質系は除かなければならない。飯

村さんによると牛は栽培した牧草より野生の草が混じっ

た干し草の方が食べっぷりが良いとのこと。同じ種類で

同じ味の食べ物を食べるより、いろいろな味のする草が

栄養のバランスも良くおいしい、それに牛舎にいても厳

しい寒さの冬場の餌として、薬効などもある野草もまじっ

ているので体に良いことを本能で知っているのだろう。

以前、栽培種の牧草だけを食べている牛は流産率が高

いと聞いたことがある。 

ボッチづくりの手順は、あらかじめ機械刈りした野草を

集めて直径 5 寸ほどの束にまとめて、下から１/３ぐらい

より少し上をススキで縛り雑木を取り除く。これを5束つく

りまとめて立て、ボッチの腰のあたりで縛り、穂先も縛っ

て出来上がり。ススキだけでなく雑多な草も一緒なので

きれいな円錐形のボッチにはなりにくく、立ち姿も良くな

い。やっているうちにそれぞれの束は下だけでなく上の

方も縛ってみたらまとまりがよくきれいなボッチ姿になっ

た。ひと手間多いがその後はこの方法を使った。 

左上 刈った草を鎌で集 

める 

右上 ボッチを立てる 

左下 立ち姿がきれいな 

ボッチ 

 

山際と青空の境がくっきりとした素晴らしい秋晴れの

中、遠くに佇む集落が見える風景の中のボッチづくりは

楽しく、日光に来てよかっ

た。他所のフィールドを経

験することは自分のフィー

ルドを見直し継続するチ

カラとなる。参加した仲間

たちの満足げな顔もうれし

い。 

ボッチづくりのすぐそば

に野生のリンドウが咲いて

いた。作業が終わり、フィ

ールドを案内してもらった

際は歩道の脇でも見ること

ができた。幸せな気分にな 

左上から時計回りに、リンドウ・ウメバチソウ・カラハナ

ソウ・アキノキリンソウ・アケボノソウ・コウリンカ 

り一瞬、昔日にタイムトラベルしたような気分になり周り

が見えなくなり一人の甘酸っぱい世界に。 

土呂部草原は植物、特に花の宝庫である。何気なく絶

滅危惧種が咲いていて驚かされる。草原、湿地（水芭蕉

園地）、森林、モザイク状の自然ということもあるがなによ

り草原などを利用する作業が営々と続けられたことが生

物多様性の保全につながっている。まさに「継続はタカ

ラを造る」である。今回出会った草花、カラハナソウ（ホッ

■2017 定例活動⑥  「土呂部草原で茅ボッチ 

づくり―継続はタカラを造る―」   草野 洋 

目玉ボッチと盆花 

山際くっきり、青空、集落 

ボッチのある風景 
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プ）、ナベナ、コウ

リンカ、ウメバチソ

ウ、アケボノソウ、

アキノキリンソウ、

リンドウなどはそ

の一部である。 

民宿水芭蕉苑

は居心地がいい。

食事は地元料理

でおいしい。おかげで交流会も大盛り上がった。 

2 日目は、早起きして散策、お目当ては今年栃木県

で初めて確認さ

れた「クロビイタ

ヤ」である。この

朝も放射冷却で

霜が降り、朝霧

が気温上昇とと

も湧き上がる景

色を楽しみなが

らの散策となった。

「クロビイタヤ」は

「カジカエデ」と間違

いそうなカエデである。

よく見ればその違い

は明らかであるが、ち

ょっと違うぞと気づか

れた茅ボッチの会の

観察力に頭が下がる。

おかげで初めてクロ

ビイタヤを見ることが

できた。 

クロビイタヤのある

場所は沼地や河川の

近くの水分の多いとこ

ろ。沼から霧が湧きた

つ景色に感動しなが

らの散策となった。 

 ”朝霧に 仲間の 

声も 湧き上がる” 

朝食後は、昨日に

続き茅ボッチづくり、

かなり捗ったので途

中、機械刈りをして

追加することに。 

作業終了後、大滝

を見て、地そばで昼食を食べ、来年はワラビのころに訪

れようかとの声を残して土呂部をあとにした。 

台風 21 号が日本本土に上陸するおそれが強まった

10 月 21 日、22 日、今年の茅刈が実施された。新潟湯

沢町の予報は 21 日が曇り時々雨、22 日は終日強い雨

である。上ノ原に着いたときはすでに降り出していて全

員がレインウェアを着用することになり、役場に用意して

いただいたテントの中でのはじまりの式となった。 

上ノ原は靄と小雨で紅葉も良く見えない。夏の天候

不良でススキの生育もあまりよくはなく、葉もまだ青い。

その上、今年は初霜もまだとのことである。 

何よりも今年の茅刈はいつもの年季の入った顔が見

えないのが寂しい、惣一郎さんが亡くなり、三郎さんも

健康面から来られない。藤原の茅刈衆が少ない分ボラ

ンティアの力の見せ所と期待して塾長が酒断ちまでした

のにこの天気である。 

今回から、飲水思源地域通貨「ボッチ券」を刈ったボ

ッチ数に応じて配布する新たな試みをはじめた。１ボッ

チ（5 束）を刈

ると２００ボッチ

（円）のボッチ

券がもらえ、農

産物直売所で

藤原の農産物

が買える仕組

みである。はじ

まりの式でこの

ことを説明して

奮闘を促す。 

このあと、それぞ

れが鎌を研ぎ、雲

越萬枝さんに茅刈

り、ススキでの結束

による束の作り方、

ボッチの立て方を

ご指導いただいた。

(写真左:上下)よい

茅がびっしり生えたところ

を目指すこと、鎌で刈ると

きは茅を抱え込む（抱き込

む）こと、きれいで倒れな

いボッチづくりのコツは、

束を結束するとき葉の高さ

の下から６５％のところで

縛ること、ボッチを縛るとき

は同じ身内の茅で縛ること

などを実演いただき、参加

１日目の作業終了 皆さんいい顔です 

左:カジカエデ（切れ込みが直線的） 

右:クロビイタヤ（切れ込みが鋭角） 

タネ（羽が水平） 

樹皮(黒く亀裂が多い) 

幻想的なクロビイタヤのある沼 

■2017 定例活動⑦ 「雨の中の茅刈りも楽しく

―地域通貨ボッチ券も登場―」 

草野 洋 

飲水思源地域通貨 200 ボッチ券と

ボッチに着ける荷札 
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者はススキの中

に入っていた。 

そう強くはな

いが雨は相変

わらず降り続け

る中でも、皆さ

んボッチづくり

に一生懸命で

ある。声をかけ

ると元気な声が返って

くる。作ったボッチの前

でカメラに見せる笑顔

は誇らしそうである。 

思わず出た歌詞は「麦

畑」のパクリ。 

全員が 1 ボッチ以上を

作った頃合いの１５：３０

に終了の合図をだした。 

終わりの式で全員から

作ったボッチ数を聞くと、

少ない人で 1 ボッチ、多

い人は 4ボッチとなった。

2 時間半で 4 ボッチは 1

日にすると 10 ボッチはで

きる茅刈士捕のレベルで

ある。全員の数を集計す

ると 69 ボッチとなった。 

本来はボッチに名前を書いた荷札を付け、2 日目が

終わった時点で検査して合格したものに 1ボッチにつき

200 ボッチ券を渡す手はずであったが、翌日が強雨で

作業ができないと判断して、その日の夕食時に各自に

ボッチ券を渡した。 

この日の宿は、料理に定評のある「とんち」。満腹にな

ったところで異色の車座講座が開かれた。講師は藤原

や尾瀬などでコウモリ、ネズミ、モグラなどの動物を研究

されている群馬県自然環境調査研究会の夏目道生さ

ん。この春まで小学校の理科の先生であったが、45 年

前から藤原に拠点を持ちコツコツと研究されている。 

空を飛ぶ、また土の中にいる夜行性の小動物である

コウモリ、モグラは見たくても見られない。その標本や迫

力ある写真、撮りた

めたスライドを駆使

しての講座であるが、

究めつきは生きたウ

サギコウモリ、ユビ

ナガコウモリの登場

（もちろん研究のた

めの許可を得て捕

獲されたもの）であ

る。実物による解説

には説得力がある。

自然界には様々な

生き物がいてそれ

ぞれの役割を果た

している。人間が彼

らに少なからず影

響を与えていること

を自覚しなければならないことを痛感させられた。実に

面白くためになる講座であった。このような方が藤原に

居られたとは知らなかったが。藤原のタカラは自然、そ

して人である。 

2 日目はやはり朝

から雨、それも強い。

上ノ原に下見に行き、

作業は無理と判断。

紅葉のシーズンでも

あり、照葉峡の紅葉

狩りに切り替えた。ち

ょうど紅葉の盛り、雨

の日の紅葉もしっとり

としてなかなかよろし

く、写真写りもいい。 

そして、久保にある

NPO 法人 奥利根水源地域ネットワークの地域農産物

直売所に立ち寄り、もらったボッチ券を使って初めての

買い物。花マメ、カブ、食用菊、炊き込みご飯のおにぎ

り、手作り草履などを購入。その間直売所の賑わいぶり

ははさながら台風のようであった。飲水思源地域通貨ボ

ッチ券の威力抜群である。そして台風に向かうように帰

路についた。 

雨に降られた茅刈であったが、楽しく収穫の多い茅

刈であった。 

♪♪ 鎌を持つ手が

震えてる、ボッチく

くられ嬉しそう、笑

顔がこぼれてー、雨

に煙り～ ボっチも

濡れてる～ 笑顔 

あふれる茅場で～す

♪♪ 

上 どうだ  下 出来ました 

６９ボッチが雨の上ノ原に 

左 初霜がなく、まだ残って咲いていたシシウド  右 今年

も見れた自然しか出せない色合いのマユミとツルウメモドキ 

上 愛おしく動物を語る 下 本物登場 

緑に戻りそうな雨の中の紅葉 
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上ノ原で茅狩り？初めて聞いたことでした。久しぶり

にお会いした駒井さんより聞き、私が以前より気になっ

ていた上ノ原に行ける事が嬉しく参加することにしました。

結婚した夫がこよなく愛した上ノ原。春の山菜取り、夏は

高原の散歩、秋のキノコ狩り、冬スキーと一年をとうして

通っていた上ノ原でした。しかし夫が亡くなり、子育てが

終っ、足が遠くなっていたのでした。 

心の中でいつも行きたい、会いたいと思っていたのは

上ノ原山荘の林さんです。出かける前に連絡がつかず、

上ノ原山荘には別の方が住んでいるとわかり、林さんに

は会えないものと思って出かけました。約 10年ぶりに訪

れた上ノ原は、民宿が数件新しく出来たようでしたが、

上ノ原山荘は依然のたたずまいでした。茅狩りの折、ボ

ッチ作りを指導いただいた雲越さんに林さんの消息を

聞きましたら、雲越さんのお孫さんと林さんの息子さん

が結婚していて、林さんの携帯を教えて頂き、その夜に

連絡が取れ、嬉しい限りでした。森林塾の活動を知り、

上ノ原を大切にしている方々ともお知り合いになれまし

た事に、感謝しております。これからもますますの活動

の発展を、お祈りいたします。 

当日は台風２１号が勢力を強めながら本州に近づい

ている状況であり、上ノ原は雨が降ったり止んだりしてい

る状況でした。まずは全員で活動拠点となるテントを組

み立て、お昼を食べました。参加者が次々と集まり、最

終的には２０数人になりました。 

いよいよ茅刈り・ボッチづくりの始まりです。地元の方

から鎌の使い方や茅の纏め方などを丁寧に教えていた

だき、デモンストレーションをしてもらいました。手慣れた

様子で作業を行い、あっという間にボッチが完成しまし

た。 

参加者がそれぞれ茅場で作業することになりました。

実際に茅場の中に入ってみると、自分の背丈以上の茅

に囲まれ、その合間から山々が覗き見え、自分は今、藤

原の自然の中にいるのだなと実感しました。 

教えて頂いたとおりに作業をしていたものの、やはり

見るのとやってみるのとは大違いでした。鎌でスムーズ

に茅を刈るのは難しく、刈った茅を纏めてボッチにして

もなかなか自立しません。結局、作業時間で仕上がった

のは１ボッチだけでした。それでも爽快な達成感を味わ

うことができました。 

宿泊場所であるロッヂとんちへと移動し、入浴や夕食

を済ませました。車座講座では、夏目道生氏から藤原

地区に生息するコウモリやモグラなどの小型哺乳類に

関するお話を伺いました。その後は部屋に集まり飲み

会です。各自で持ち込んだ日本酒やつまみで大いに

盛り上がりました。日付が変わった頃、私は部屋で寝よ

うと思っていたところ、まだ飲み足りないという方が部屋

に来てまさかの延長戦・・・。眠い目をこすりながら参戦

していたものの、途中で寝てしまいました。 

翌朝、台風２１号は本州に一層近づいており、東海地

方や近畿地方への上陸が見込まれていました。藤原地

区の雨や風も強くなっていたため、残念ながら本日の上

ノ原での作業は中止となり、照葉峡などの紅葉スポット

を巡ることになりました。 

照葉峡はちょうど紅葉の盛りの時期であり、水の流れ

と紅葉のコントラストが美しかったです。滝壺や川の流

れから発生するマイナスイオンにより、心身ともにリフレ

ッシュできました。私は見学後に所用のため自宅に戻っ

てしまいましたが、他の参加者の方は引き続き他の紅葉

スポットを楽しまれたようです。 

今回の参加により、藤原地区の自然を体験することが

でき、充実した週末となりました。森林塾青水の皆様、

有難うございました。 

初めてみなかみに連れて来てもらった時、最初に目

に留まったのが茅葺の民家でした。茅葺は不思議です。

トタンで缶詰になっていても、心をぐっとつかむ魅力が

にじみ出ていると思います。 

学生時代に建築と文化財について学び、今もそのよ

うな仕事をしていることもあり、茅葺の維持にかかる手間

については、「今後の課題」としてよく見聞きしてきました。

茅場がない、担い手がいない、葺ける職人がいない、な

どなどです。 

ところで私は、「今後の課題」というフレーズがあまり好

きではありません。どことなく漂う他人事感が気になりま

す。自分が使うときにそういうことが多いからなのです

が。 

前置きが長

くてすみませ

ん。今回の茅

刈りは、その

「 今 後 の 課

題」が「私の

手のひ ら問

題」になった

できごとでし

た。お恥ずか

しいことに茅

刈りは初めてで、まず鎌の研ぎ方、使い方を知らない自

分にびっくりしてしまいました。そしてお手本の洗練され

た動きの美しさは、実際に刈り始めてからわかりました。

覚えたての鎌でわさわさ刈ってみたら雑草だらけ。繰り

返し刈ってまとめてぎゅっと縛ってもうまく束にならず。な

んとかできた２ボッチはどうにも頼りなさげで、私の刈っ

た跡地は無秩序な開発の様相を呈していました。 

そして何よりショックだったのは、終盤、手のひらがふ

るふるして力が入らなくなったことです。昔、台湾の友人

茅刈りと思い出の上ノ原 
    新 栄子 

「錦秋の茅場で茅刈り・ボッチづくり」に 

初めて参加して         清塚 道浩 

｢今後の課題｣と｢私の手のひらの問題｣ 
 中谷 扶美子 
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から、手のひらの筋肉は生きる力を表していると聞いた

ことがあります。茅刈り後のお酒の席で、３ボッチ、４ボッ

チのみなさまのお話を伺い、友人の言葉は確かにそう

だなと今さら腹落ちしました。今回の茅刈りで、私の手

のひらも筋肉痛を乗り越え、少し鍛えられたかもしれな

いです。 

茅葺屋根の維持については、「私の手のひら問題」に

なったところで何も状況に変化はありませんが、春夏秋

とみなかみの草原に来て、少なくとも私にも茅を刈れる

ことがわかったことは収穫でした。本当にありがとうござ

いました。次回もよろしくお願いします。 

 10 月 26 日、柏市にある中高一貫教育の学校法人

廣池学園麗澤中学・高等学校の中学1年生148名が藤

原上ノ原で奥利根水源の森林フィールドワークを行った。

このフィールドワ

ーク（（以下 FW)

は毎年実施して

いるが、昨年から

10 月の紅葉の美

しい茅刈シーズ

ンに行っている。 

彼らとは5月に

麗澤学園キャン

パスの樹木観察

会で会っているが、

5か月後に再会してみると、身体も大きくなったが顔つき

もたくましくなって充実した学校生活を過ごしていること

がわかる。 

昨日はかなりの雨が降り、前日入りした塾のメンバー

は雨に濡れながらの準備作業で大変な思いをしている

が、この日は青空が広がり、今朝の初霜にも拘らず比較

的暖かい気温である。上ノ原の草紅葉、周囲の山々の

紅葉は真っ盛りで、「このような素晴らしい天気と紅葉風

景の中でFWができる君たちは幸せだ、この日に設定し

た学校に感謝しなさい」と彼らに言った言葉は大げさで

はない。 

 今回、前日入り

したスタッフが用

意したメニューは

様々な工夫が凝

らしてある。 

まずはメインで

あるメニュー1 は

「茅刈」、1 グルー

プ15から18人を

4組に分け、協力

して茅を刈り 1 ボッチを

作るのが目標である。

手鎌を初めて握る生徒

もいるので藤原の古老

衆とスタッフが念入りに

事前の安全指導、茅刈、

ボッチの作り方を教え、

つきっきりで見守る中

での茅刈である。 後

で生徒に聞いたところ

「茅刈」は面白かったと

の感想であった。自分

で鎌を使い、仲間と協

働して一つのものが出

来上がるのが良かった

のだろう。 

 メニュー2 は、「茅編

み」である。スタッフが昨

年の茅をスグリ、切断し

て用意したものを紐で編

んでミニすだれを作る茅

クラフトである。茅編み機

も駒（紐を撒いた錘）も手

作りである。何しろ１４８人

が各人一枚作るのでそ

の材料と駒の準備が大

変でスタッフは前夜、夜

なべをしている（岡田さん

の自宅での準備がなけ

れば昨夜のうちに終わ

っていなかっただろう）。 

メニュー3 は、雲越家住宅、諏訪神社を見学して上ノ

原の屋根茅の使い方

を実際に見てもらう。 

メニュー4 は、茅場

とミズナラ林の散策で

ある。十郎太の泉から

「ははその泉」を経て

木馬道、炭窯と回るコ

ースをメインとしたが、

このコーナーを全体

の遅れを取り戻すた

めの時間調整に使っ

たため、案内時間が

短くなってしまった。

それでも、茅場の成り

立ち、樹木たちの子

孫を残すための様々

■麗澤中学校「奥利根フィールドワーク」 

―錦秋の上ノ原で茅刈りなど自然環境学習― 

草野 洋 

対面式 

ボッチが青空に映えて 

協力してボッチを作る 

写真上 茅編み  下 茅編

み機 駒を使って編む 

茅刈に挑戦 
ははその泉で 

草原からミズナラ林へ 
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な知恵、茅場とミズナラ林にいる動物たち、生物多様性

の大切さ、薬などに使われる役に立つ樹木、地球温暖

化防止に貢献する森林、伐採は悪いことかなどをそれ

ぞれふさわしい場所で解説した。各グループにこれらを

すべて解説したわけではないが「ははその泉」で全グル

ープに、天然水を飲んで触ってもらい、この水がここに

湧き出るまで何年かかっているかをデーターを与え計

算させ、雨水が森林土壌の中をゆっくりしみ込んゆくこ

と、これが森林の水源かん養であり、だから冷たくきれい

でおいしい水であることを実感させる。そして、今飲んだ

水は、山頂に8年前に降った雨、そのとき君たちは何歳

だった？昨日の雨は 8 年後にここに湧いてくる。その時

君たちは何歳かと問いかけた。 

メニュー5 は、「草原であそぼう」と題して基本は自由

時間としているが、藤岡さんと尾島さんがユニークな遊

びを用意してくれた。ススキを使った「茅飛ばし」がその

一つ。 

単純な遊びであるが、

茅の切り方などで飛び

方が違うことがわかりよ

く飛ぶような工夫をす

る生徒もいたようだ。 

 もう一つ、草原や森

林で見つけた葉っぱ

などをハガキに張りお

父さんやお母さん、先

生、友達に出そうという

もの。はがきは 自分が

自宅に帰ってから着く

ことになるが、それが家

庭で FW の話題になる

だろう。 

そして今回の人気メ

ニューとなった「目隠

しトレイル」。草原にロ

ープを張り、タオルな

どで目隠して、ロープ

を伝わって歩く仕掛け

である。 

目隠ししているので、

地面の凹凸に足を取

られる、ススキや灌木

が体に触れるなどの自然そのもののサプライズがある。

そのたびに嬌声があがる。ほんの短い距離であるがゴ

ールまでの時間が長く感じられるのだろう。私も試して

みたが、目が見えないことの不安、不自由さを身をもっ

て体感できて、灌木の感触も何気なく違う。新しい魅力

的なメニューの誕生である。 

今回もケガもなく無事に FW を終え生徒たちも楽しん

でくれたようである。塾スタッフ、お手伝いいただいた藤

原の古老衆、奥利根水源ネットワークの皆さんに感謝あ

るのみ。 

 準備の大変さ

などを考えると

「茅編み」の採用

に改善しなけれ

ばならないところ

もあるが、毎年少

しづつよくしてい

きたい。 

このFWの最終日（10月27日）に生徒たちはまとめを

しました。まとめには、携わったインストラクターも参加し

て指導することになっていて従来は塾から参加するので

すが、今年は日程の都合で、「草原であそぼう」を指導

した藤岡さんに参加してもらいました。その藤岡さんの

報告です。 

このまとめは、ややもすると事前にネットなどで調べた

ダムや森林の働きなどをまとめる生徒が少なからずいま

す。事前の調べは悪いことでは

ありませんが、ネットで調べたこ

とと実際に見て、聞いて、体験

して、触れたことは大きく違うは

ずです。インストラクターもその

ように指導するよう心がけてい

ますし、プログラムも改良してい

ます。まとめでは、事前調べを

もとにしてもいいが感じたことを

自分の感性と言葉でまとめてく

れたらいいなーと考えています。

毎年そのような「きらりと光る」ま

とめ方をする生徒を見てはい

ますが、おおかたは事前に調

べたことにこだわってしまいがちです。 

ところが藤岡さん

が感じた今年のまと

めで、素晴らしい感

性でまとめた生徒が

多かったようです。 

例えば、①茅刈から

ボッチの作り方をイ

ラストにした生徒(次

頁左上写真参照)、

②茅の束を茅を使っ

茅飛ばし 

上ノ原だよりを作る 

こわいよ～ 目隠しトレイル 

麗澤中 FW まとめを指導して 

―きらりと光る感性発見― 

報告 藤岡 和子 記事 草野 洋 

草原からハガキを出そう 

触れる葉っぱの音の違いに気

付くとは！！「見えない上ノ原」 
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て縛るむつかしい作業を上手

にやった生徒、③それを観察し

て凄いと感心した生徒、④茅編

みの時、自分なりの掛け声を考

案して取り組んだ生徒、⑤水、

森林、ダムがつながって自分た

ちの生活を支えていることを気

付き相関図にした生徒(下写

真)、⑥見えない上ノ原で、葉

に よ っ

て 違 う

音 、臭

いの変化を感じた生徒など素

晴らしい気付きをしていました。 

中には、「普段の生活では経

験できないこと」「水の大切さが

わかった」「ダムは大事」「草原

にしかないものがある」など具体

的でない感想もあったようです

が、藤岡さんが「どんな体験をし

た？」「冷たかった？」「怖かっ

た？」「何があった？」などと突

っ込んで指導してくれたようです。 

また、草原で

あそぼうでは、

あらかじめ与え

た遊びだけでな

く、ボッチ隠れ

鬼ごっこをしたり、

草原の黒ボクの

地面を掘って遺

跡発掘を試みた

ようです。この二

人は何を発見し

たのでしょうか

(左写真)。 

このような感

想や発想があったことを聞いてやりがいを感じていま

す。 

今年最後の塾の活動はボッチを運び出す作業「茅出

し」である。 

上ノ原茅場には、10 月に雨の中でボランティアが刈

った茅ボッチ約80ボッチと、その後、藤原の茅刈衆であ

る雲越萬枝さんと渡辺勇三さんが刈ったボッチ 364 ボッ

チの総数 444 ボッチ（2220 束）立っているはずである。

茅出しの参加人数は 19 人、一人当たり 20+αとなる計

算、今年は茅刈衆が少なく、天候にも恵まれなかったこ

ともあり、昨年の3865束の6割程度、過去最大であった

2015 年の 5060 束の 4割程度である。 

今回も天気は芳しくなく両日とも雨または雪の予報で

ある。好天気の前日に倉庫の片づけをした 3 人が上ノ

原に行くと、萬枝さんが自ら茅出しをしていた。刈った茅

の 6 割ぐらいはすでに出され、残りは初日で終わること

確実である。天気を心配した茅刈衆の配慮に感謝であ

る。 

雲が低くたれこめる中、集まった参加者に、明日は雨

が確実なので今日一

日でそれも 2 時間ぐら

いで終わり、残りの時

間で茅刈ができるよう

に頑張ってほしいとお

願いして作業にかかっ

てもらった。 

茅出しは重労働で

あるがなぜか人気の

ある作業である。熟年

者にはかなりきついが

皆さん喜々としてやっ

てくれる。予定通り 2時

間もかからず茅出しは

終わった。 

残りの時間を使って

茅刈をやってもらうこと

にしたが、10 人ほどが

刈ったので 10 ボッチは増えているはずである。最終的

な束数は明日、町田工業のトラックに積んだときにわか

る。この日も町田工業

からトラックが来て 1 回

分を中之条に運んだ。 

早めに作業を終了し

て、今夕の宿の「関ヶ

原」へ。冷えた体をお

風呂で温め、天然マイ

タケを添えた夕食に一

同満足。 

今夜の車座講座は、

地元の写真愛好家の

中村智子さん。(詳しい

内容は次頁) 

 夜半になると雪が

舞い、朝方は吹雪模様

で道路も３ｃｍ程度冠

雪しているが、集落は

■2017 定例活動⑧ 「茅出し・・雪の中、嫁ぎゆ

くボッチ・・」 
草野 洋 

ボっチを倒し縛る 

共同作業で縛る 

熟年のチカラ 

若者の力 
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雪に包まれ、いよいよ冬到来の雰囲気、宿の芳江さん

に根雪になるかと聞くとまだまだとのこと。早朝、車を出

し上ノ原に行ってみると雪景色の草原に変わっていた。

それでも車の通行に

は支障がなく、少し

青空も見えてきたの

で町田社長と連絡を

取り、作業の段取り

を整える。そして、ま

ずは県道の側溝整

備。これは群馬県と

の一年間の約束事

であり今回が最終の

3回目である。 

続いて上ノ原での

ボッチの積み込み作

業を手伝い、最後に

山之口終いを実施す

ることとした。 

雪景色の中の積み

込み作業、下から持

ち上げる人、上で受

け取る人、人海戦術

の積み込み作業も終

わり、町田社長の祭

司で十二様の前で山

之口終い神事を挙

行。 

 今年の作業が無事

に終わったこと、自然の恵みで沢山の茅の収穫できたこ

と、四季折々の素晴らしい景色を創り見せていただいた

ことに感謝して柏手を打った。 

刈り取った茅束は

暫定値であるが 490

ボッチ（2450 束）、こ

れに昨年のストック

茅 75ボッチ（375束）

の合計 565 ボッチ

（2825 束）が中之条

の町田工業に嫁い

で、所沢にある国の

重要文化財の修復

用の一部に使われ

る予定とのこと、いず

れ嫁ぎ先を訪れて

みようと思った。 

このうち茅刈衆が

刈った茅を除いた

191 ボッチ（955 束）

の代金約 5.5 万円

が地域通貨ボッチ

券の来年の原資と

なる。 

トラックが出発す

るとき、自然の恵み

と野焼きなどボラン

ティアの手塩にかけ

たススキ娘（スス生

娘）に「お役に立て

よ」と願い、演歌の

「娘よ」を鼻水をす

すりながら歌って送

った。 

雪の中の昼食は

つらいので宿で取らせてもらうことになっていたが、おい

しいカレーが待っていて、おかわりをする人もいて鍋は

たちまち空になってしまった（宿の事情が許せばこの方

式もいい）。 

この後、今回のつらい仕事に参加してくれたお礼とし

て 配 布 し た

200 ボッチと今

回の刈ったボ

ッチ数に応じ

て配布したボ

ッチ券を手に

農産物直売所

に・・・。 

直売所では

4，5 人のご婦

人方がお茶、

栗おこわ、花マメ、山菜料理を用意して待っていてくれ

た。朝採れ野菜や名産花マメ、手芸品を買い求める参

加者でお祭り騒ぎとなった。もちろんボッチ券以上の買

い物である。たくさんのサービス品もあってまるで爆買い

ツアー。このような集落の人々との交流や農産物の販売

促進がボッチ券導入のねらいの一つであったが、これ

は今年の大収穫である。 

一日目夜７時半からは、宿舎である「関ヶ原」の大広

間に参加者が集い、車座講座。今回の講師は茅風通

信「ホットショット」コーナーでお馴染み、地元て酒屋を

営んでいる中村智子さん。 

中村さんは１０年ほど前からプロの写真家の指導をう

け、野鳥や動物の写真を撮りはじめたということです。そ

◆茅出し車座講座  講師 中村智子さん 

・・・藤原の愛らしい動物たちを撮り続けて・・・ 

                  報告 稲 貴夫 

 

雪の中県道のボランティ活動 

ボッチの積み込み作業 

一年間の無事と恵みに感謝 

十二様 

嫁ぎゆく茅ボッチ 

雪の中の作業も楽しかった 

直売場の賑わい 
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の腕前は今やプロ級。

犬の散歩の折にもい

つも望遠レンズを装着

した一眼レフカメラを

持ち歩き、ここぞという

現場に遭遇すると、連

写機能を巧みに使っ

て、一瞬を逃すまいと毎日とり続けています。 

最近増えてきたカワウの憎たらしい姿、ハヤブサの勇

壮な姿、テンのカメラポーズ写真、熊の親子連れ、人間

が繁殖させた猪と豚の合いの子の雪中の突進、そして

都会にいると目にすることのない野鳥の写真など、沢山

披露してくれました。茅風通信では、その一部しか紹介

できないのが残念です。 

次に掲げるのは、当日紹介された写真の中から草野

塾長が選考した、愛らしい表情の野鳥、動物たちです。 

昨年暮れから、みなか

み町は例年にない大雪

に見舞われ、藤原の住

民は除雪作業に追われ

ています。12月26日から

27日にかけて1ｍ以上の

雪が積もり、年が明けて1

月 2 日から 3

日にかけても

1ｍ以上の雪

が降りました。

この時は、24

時間降雪量で

日本一になり、

ニュースでも

報道されまし

た。1 月 7 日現在

の積雪は、150ｃ

ｍ、累積積雪量

で 485ｃｍで、平年より 3割ほど多い状況です。 

昨年の秋から、黒潮の大蛇行が発生しているので大

雪になると言われていました。2005 年に発生した黒潮

の大蛇行の時も自衛隊が出動するほどの大雪に見舞

われています。大蛇行の原因はよくわかっていませんが、

ほぼ 10 年に一度くらい発生し、一年以上続くようです。

さらに、今年はラニーニャ現象と呼ばれる赤道付近の東

太平洋で、海面水温が平年より低くなる状態が続いて

います。このラニーニャ現象の時には、強い寒気が流れ

込みやすく、日本海側は雪の降りやすい気象条件とな

ると言われています。今年は、大雪に警戒が必要です。 

雪国あるある 

雪の多い地域では、積

雪で信号が見えなくなら

ないよう、縦型の信号が

設置されています。みな

かみ町では、町内で日本

海側と太平洋側の気候

に分かれているので、南

部は横型、北部は縦型で

す。ちょうど上牧（かみも

く）という交差点(右下写

真)からかわります。ここの

信号は面白く、正面は縦

型、右側は横型になって

います。まさに縦型と横

型の境になります。 

最近は、LED タイプの信号が増えましたが、発熱量

が少なく、雪が積もりやすいとか。信号の形状でその土

地の雪の量がわかります。 

左上 カメラ目線のテン、右上 矢木沢ダムに集合し渡りの準備をするイ
ワツバメ、左下 マヒワ（冬鳥）、右下 ミズキの実を啄むエゾビタキ（旅鳥） 

左上 カエルをサンショウの枝に刺して「はやにえ」にしようとしているモ
ズ、 右上 里に下りてきたカモシカの親子、 左中 巣で寄り添うノスリ
の幼鳥、 右中 羽を広げて飛び立とうとするオオルリ（夏鳥）、 左下 
胸毛が鮮やかなキビタキのオス（夏鳥）、 右下 アトリ（冬鳥） 

 

 

■藤原現地事務所報告 
北山 郁人 

[凡例] ■気温■降水■風■日照■積雪  
http://powdersearch.jp/より 
 藤原・屋倉のアメダスのデータ 

http://powdersearch.jp/
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●「日光茅ボッチの会」に驚学！ ９月３０日～１０月１日。 

同会のフイールド・奥日光土呂部の茅刈りに参加。昨

年お手伝いしたスポットでは、コウリンカなどの生育が活

発になったとの嬉しいお報せ。又、会員約３０名による

年間活動日数は延９７日にも及ぶと聞いてびっくり！ 

感服したのは、地区

に自生するイタヤカエ

デなどを原料にしたメ

ープルシロップ作りの

話し。地区のご婦人方 

のパワーを結集して樹

液の採取や煮詰め作

業などを担ってもらい、

２６０缶にも及ぶシロップを製造、地域の「道の駅」に販

売したという！ しかも来る 11 月には、先進の秩父メー

プルセンターへ慰安を兼ねた視察ツアーを企画、その

費用はシロップ売上代金から支弁の由！   

藤原集落でも過去 2年間、試行を続けて来たメー 

プルシロップ作り。地域通貨「飲水思源」や物産直売所

などと結び付けてキャッチアップしたいもの。 

 

●麗澤学園フイールドワークに思う １０月２５～２６日。 

今年も１５０名ほどの中

学１年生を受け入れて

「水源の森フィールドス

タディ」。小生担当の生

徒たちが嬉々と取り組ん

でいたプログラムは、落

葉拾いしながらの自由

観察、「柞の泉」の水辺

遊びや林縁部の藪漕ぎ、目隠し綱渡り、などだったか。 

 嬉しかったのは、当塾の合言葉「飲水思源」の意味が

生徒たちに衆知徹底されていたこと。半面ちょっと残念

だったのが、学園の理念「仁草木に及ぶべし」の理解が

ほとんどなかったこと。いずれも、１年生の自分史
ゆ め

プロジ

ェク（自然の中における自分の理解）で習得すべき根幹

部分。学園サイドの努力もさることながら、上ノ原の「草

木塔」の活用など改善の余地あり。 

このプログラム、旧

水上町役場より当塾が

単独受託してから何年

経っただろうか？ 今

や、当塾の看板プログ

ラムたることは勿論、み

なかみ町が取り組む

“エコパーク”にとって

も実に意義深い事業と思料。塾、学園、役場当局が共

に創意工夫・意見交換して更に磨き上げるべきでは。 

 

●晩秋、生前お別れご挨拶の旅  １１月３日～６日。 

健康寿命のある内に、大恩ある方々にお礼言上申し

上げる旅の関西シリー

ズ。 

初日は、当塾草創

期の守り人仲間にして

初代学監の海老沢秀

夫さん。「現代版入会

慣行を考える会」立ち

上げの頃からのお付き

合い。人と生き物が入り会う“コモンズ村・ふじわら”のコ

ンセプトの構築・実践を担って下さった大恩人。昼間は

氏が指導する琵琶湖西のフットパスを散策。夜はご自

宅のある朽木集落の隠れ家「はせ川」で、超絶美酒「杣

の天狗」を酌み交わしつつ旧交を温めた。生前お別れ

のつもりが、又会いたくなってしまうから困ったもの！ 

２日目は川端先輩に

ご案内賜り、奈良「山の

辺のみち道」を歩き万

葉の昔を偲ぶ。 

３日目、明日香村入

りして「飛鳥川の原風景

を取り戻す仲間の会」

の活動に参加。会の立

ち上げから、かれこれ２０年のお付き合い。この間、フイ

ールドは朝日新聞「日本の里百選」に。初代・嶋村会長

はじめ事務局長の水谷さんや山守の会、森の手作り塾

の皆さま方にもお礼ご挨拶が叶い本望であった。 

 

●茅刈り～茅出し・山の口終い １０月２１日～１１月１９日。 

途絶えていた茅刈りを再開して１５年。今年初参加の

河辺さんのご感想をしみ

じみ聞いた。曰く「茅ボッ

チづくりは独りで黙々と、

茅出し・積み込みはみん

なで声かけあって。違い

もあり、どちらもそれぞれ

に楽しかったです」と。  

都人の尊き力萱積まる   林 ゑみ子     合掌。 

今年の茅刈り実績は既報の通り。活動の後継・担い手

対策に、衆知を集め流域の総力を結集すべき時。 
平成２９年玄冬（青） 

■野守のつぶき（12） 

～ 死なば秋小さき墓に野の花を  麦南 ～ 

 

～編集後記～  

茅風通信第５３号をお届けします。 

今号は茅刈り特集です。その舞台である上ノ原は

今、深い雪に覆われています。北山塾頭より「現地

事務所報告」として、地球規模の自然現象と藤原の

暮らしを織り交ぜながら、年末年始に大雪に見舞

われたみなかみ町の様子を報告いただきました。 

太平洋の遥か彼方で起きている現象がどう影響す

るのか気になりますが、そんな人間の思惑をよそ

に、上ノ原の茅は雪が厚く積もった土の中で、春

の芽吹きの時を静かに待っているはずです。(稲) 


